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研究成果の概要（和文）： 本研究では，日本版Age Friendly Cities (AFC)指標の開発に向けたエビデンスの蓄
積をねらいとし，第一に，既存の地域診断指標を整理検討し，今後の課題を明らかにすること，第二に，AFCの
概念を構成する8領域と厚生労働省が示した6つの要介護リスクのうち，認知症に着目し，両者の関連性を明らか
にすること，第三に日本版Age Friendly Cities (AFC)の信頼性と妥当性の検証方法を検討することを目的とし
た．
 本研究の結果から，社会環境の整備は高齢者の健康や幸福につながり，高齢者にやさしいまちづくりの実現に
も寄与する可能性が示唆された．

研究成果の概要（英文）：　According to the World Health Organization (WHO), social factors are some 
determinants of human health. However, which aspects of the social environment should be developed 
to reduce health inequalities or which indicators should be used from among the community diagnosing
 indicators that measure the social environment remain unclear. 
　In this study, we analyzed the associations between AFC indicators and Health-related factors to 
develop community indicators. We used the data from 120 municipalities participating in the Survey 
of JAGES (Japan Gerontological Evaluation Study) conducted with adults aged 65 and older who were 
not certified for Long Term Care.
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  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
 信頼性・妥当性が担保された日本版AFC指標を用いて，地域アセスメント（診断）を行うことで，「高齢者に優
しいまち」・「高齢者のWell-Beingを実現しているまち」の選別が可能になる．これは地域包括ケアシステム構
築に向けて地域アセスメント（診断）の科学的根拠を整備することにも繋がる．
 また，「望ましい数値を示すまち」を参考に，数年単位での社会環境の改善の目標値を設定すれば，日本国内
での比較と言う意味で現実的な目標設定も可能となる．

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



1．研究開始当初の背景 
高齢化が急速に進む日本においては，高齢者の健康で幸せな暮らし（well-being）（以下，高齢

者の well-being）への関心が高まっている．人口減少社会の日本では，人材の確保の面からも従

来通りの「福祉の受け手側」と「支えて側」に分かれるのではなく，地域のあらゆる住民が役割

を持ち，支え合いながら，自分らしく活躍できる地域コミュニティを育成していく「地域共生社

会」の実現を目指している（厚生労働省，2016）． 
他方で，現時点では高齢者の well-being が実現されている社会が実現できているとは必ずしも

言えない．特に高齢者の well-being に大きな影響を与える要因である健康に関して，「健康日本

21(第 2 次)：2013-2022」では，社会環境の違いによって集団間に「格差」があることを指摘して

いる．例えば，近藤ら（2015）は日常生活圏域ニーズ調査データを用い，136 市区町村を対象に

比較分析した結果，運動機能の低下者割合は，最大 31.4%～最小 4.0%（平均 15.3%）で市区町村

間に約 8 倍の差があったとしている．こうした格差を縮小し，高齢者の well-being を実現するた

めに「健康日本 21（第 2 次）」では「社会全体として（高齢者の）健康を支え，守る環境づくり

を務めていくことが重要であるとし，地域や世代間の相互扶助，地域や社会の絆等が機能するこ

とにより，ゆとりのある生活の確保が困難な者等も含めて，社会全体が相互に支え合いながら，

国民の健康を守る（社会）環境を整備する」ことを目指すとしている． 
WHO も地域内の社会的サポートやネットワーク等の地域の「社会環境」は健康の「格差」を

生み出す要因であり，その「格差」を縮めることに関心を持ち続けてきた．健康格差は容認され

るべきではないと明言された「アルタ・マタ宣言」（1978 年）を契機とし，2008 年には WHO 健

康の社会的決定要因に関する委員会による最終報告書において，社会環境の違いが健康まで「格

差」を及ぼしている問題が世界的

に注目されることとなった． 
そこで，WHO では地域の「社

会環境」の改善を促すために，「ま

ち（city）」の社会環境と健康の格

差の評価ツールとして，Age-
friendly City（高齢者に優しいま

ち）を提唱した．しかし，その指

標の選定および指標の妥当性と

信頼性の検証は十分に行われて

いない． 
その理由として，第一にAFCの

概念は 8 領域（①社会参加，②社

会的包摂，③地域・保健福祉サー

ビス，④市民参加・雇用，⑤コミ

ュニケーション・情報，⑥住宅，

⑦野外空間・建築物，⑧交通）

（WHO,2007）から成るが，それを構成する指標は国ごとの社会・文化的背景が影響するもので

あり，検証作業が容易でないこと，第二に生活の質（QOL）や社会参加，社会的サポート，社会

的ネットワークなど測定・評価が困難な評価指標が含まれること，第三に，指標については年齢

や性別，社会・経済因子を考慮し，しかも小地域レベルで，高齢者の健康に影響する格差を評価

することが重要であるとされ（狩野，2014），そのためには大規模データによる検証が必要であ

ることから，検証作業が容易ではないからである． 
 
 
2．研究の目的 
そこで，本研究では，日本版 Age Friendly Cities (AFC)指標の開発に向けたエビデンスの蓄積を

ねらいとし，第一に，既存の地域診断指標を整理検討し，今後の課題を明らかにすること，第二
に，AFC の概念を構成する 8 領域（①社会参加，②社会的包摂，③地域・保健福祉サービス，④
市民参加・雇用，⑤コミュニケーション・情報，⑥住宅，⑦野外空間・建築物，⑧交通）と厚生
労働省が示した 6 つの要介護リスクのうち，認知症に着目し，両者の関連性を明らかにするこ
と，第三に日本版 Age Friendly Cities (AFC)の信頼性と妥当性の検証方法を検討することを目的
とした． 
 
 
３．研究の方法 

1) 地域診断指標の検討 
 地域診断指標に関する国内外の文献レビューおよび専門家による指標の妥当性の検証作業

を実施した． 



2) AFC の指標と健康関連指標との関連性の分析 
2013 年 JAGES（Japan Gerontological Evaluation Study）調査および「第 6 期介護保険事業策定

のための日常生活圏域ニーズ調査」に参加した全国の 105 市町（n=338,659；女性 54.7％）を対
象とし，AFC の 8 領域のうち，「社会参加」と認知症の発症リスクとされている「もの忘れ」と
の関連性を分析した．  

社会参加を行っている人の割合と，「もの忘れ（厚生労働省の基本チェックリストの「周りの
人から「いつも同じ事を聞く」などの物忘れがあると言われますか」に「はい」と回答した人の
割合）」がある人の相関について市・町を単位として検証した．社会環境変数として①単身高齢
者の割合，②可住地人口密度，③最終学歴中学校以下の高齢者の割合，④課税対象所得を調整し
た偏相関分析を行った．  
 3) 日本版 Age Friendly Cities (AFC)の信頼性と妥当性の検証 
用いたデータは，2019 年 JAGES（日本老年学的評価研究）調査に回答した 121 市区町村

（n=167,526 人）である． 
用いた変数は，目的変数として幸福感，要介護リスク指標（生活機能低下，フレイル，運動機

能低下，低栄養，口腔機能低下，閉じこもり，認知機能低下，うつ）を用いた．説明変数は， AFC
の構成概念である 8 領域の指標（①野外空間・建築物，②交通，③住宅，④社会参加，⑤社会的
包摂，⑥市民参加・雇用，⑦コミュニケーション・情報，⑧地域・保健福祉サービス）を用いた．
調整変数は，年齢，低所得(年収 200 万円未満)，低学歴(9 年以下)を用いた． 
各市町村の AFC 指標と健康指標との関連性について偏相関分析を行った． 

 
 
４．研究成果 
 

1)地域診断指標の検討 
地域診断指標に関する国内外の文献レビューおよび専門家による指標の妥当性の検証作業を

実施し，各領域の評価指標を選定した． 
 
2)AFC の指標と健康関連指標との関連性の分析 
105 市町の 338,659 人のうち，「もの忘れがある」と答えた人は 22,734 人（12.8%）であった．

市・町単位でみると，「もの忘れがある」者の割合の平均（年齢調整済）は 19.0％(範囲：7.1%‐
35.6%)であり，市・町間に最大 5.0 倍の差があった．また，仕事や趣味，ボランティア活動など，
種類にかかわらず，年数回以上，社会参加している人の割合は平均（年齢調整済）75.0％（47.3％
-89.1％）であり，市・町間に 1.9 倍の差があった．社会参加している人の割合と，もの忘れがあ
る人の割合の相関関係を分析した結果，年齢構造や社会環境変数の調整後でも，社会参加する人
が多い市・町ほど，もの忘れがある人の割合は少なかった（ｒ=-0.72, p<0.001）． 

全国 105 市町（338,659 人）の調査データの分析を通して，社会参加する人の割合が多い市・
町ほど，「もの忘れ」がある人の割合は少なかった．市町村単位における認知症予防施策を進め
る際に用いる地域診断指標として，社会参加する人の割合や「もの忘れ」がある人の割合を用い
ることは妥当である可能性が示唆された． 

「社会参加」している人の割合と「もの忘れ」のある人の割合および両者の偏相関 
※社会参加：仕事，趣味，スポーツ，ボランティア，子育て支援，学習活動など 

種類にかかわらず年数回以上活動 

 



 3) 日本版 Age Friendly Cities (AFC)の信頼性と妥当性の検証 
2019 年 JAGES（日本老年学的評価研究）調査に回答した 121 市区町村（n=167,526 人）を対象

とし，各市町村の AFC 指標と健康指標との関連性を検証するため，編相関分析を行った．その
結果，AFC の 8 領域の指標や健康関連指標には，地域差が見られた．また，8 領域全てで健康関
連指標との関連が見られた．本研究では，都市と農村地域を分けて分析を行い，都市と農村とで
は，有用な AFC 指標が異なる可能性を明らかにした．物理的環境や社会的環境が幸福感や要介
護リスク指標と統計的に有意な関連性を示した（p<0.05）． 

 
表 AFC 指標と健康指標との相関 

調整変数：年齢，所得，学歴 
 
 
本研究の結果から，社会環境の整備は高齢者の健康や幸福につながり，高齢者にやさしい

まちづくりの実現にも寄与する可能性が示唆された．今後は，社会環境の整備のために，ど
のような介入が必要であるかを検証する必要があると考えられる．本研究は，千葉大学と国
立長寿医療研究センターの倫理審査委員会の承認を受けて行った． 
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